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食堂

宿泊室

太陽光発電設備　撮影：エスエス東京

　住友電設が川崎市高津区で整備を進めていた住友電設
川崎テクニカルセンターが竣工した。４月１日に本格運
用を開始する。安全危険体感装置、電気・空調設備など
の実機、ショールーム機能などを備えた施設で新入社員
教育、階層別研修、技術教育など同社グループの人材育
成、技術開発の拠点となる。設計・施工は大和ハウス工
業が手がけた。

　このたび、『住友電設川崎テクニカルセンター』が竣
工し、４月から本格稼働することとなりました。
　当社は年４月に創立周年を迎え、その記念事業
の一つとして、社員教育のさらなる充実を目指して新設
したもので、同年に策定した中期経営計画VISIONの
重点施策「人材の確保・育成と働き方改革」の取り組み
でもあります。

　当センターは、実機研修室、安全危険体感室等、さま
ざまな機能を備えた当社として教育に特化した初めての
施設であります。また、各種新技術の開発拠点およびシ
ョールームとしての機能のほか、屋上には太陽光発電設
備も備え、環境にも配慮した施設となっています。
　宿泊設備もあり、女性社員をはじめ、グローバル人材、
障がい者等、誰もが利用しやすいようダイバーシティ・
ユニバーサルデザインを取り入れております。
　当社において、「人」は最も重要な財産であります。
人材を育成し、技術力、チーム力の強化を図ることは、
企業価値向上のためには不可欠と考えています。
　今後は、当社の技術を結集した当センターを最大限に
活用し、「真に社会から求められる総合エンジニアリン
グ企業」を目指して、持続可能な社会の構築に貢献でき
るよう努めてまいります。外観　撮影：エスエス東京
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サーバールーム 電波暗室

安全危険体感室　撮影：エスエス東京 実機研修室（電気） 実機研修室（空調衛生） 実機研修室（プラント）

シアターホール 大研修室

■工事名称：（仮称）ＳＥＭ研修センター新築計画
■所　在　地：川崎市高津区下野毛３丁目９番号
■建　築　主：住友電設株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡

■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上４階
■設　　計：大和ハウス工業株式会社東京建築一級建築士事務所
■施　　工：大和ハウス工業株式会社東京本店
■工　　期：年月４日～年月日

　本現場は住宅が多い中、工場が混在する地域で道路
規制もあり、周辺道路も狭く南面と北面で高低差もあ
るため搬入計画が鍵を握る現場でした。限られた工期
の中で完成させるために、一部基礎を後施工として仮
設通路を設置し、大型車での搬入を可能とする計画と
しました。
　施主である住友電設様の施工班にもご協力いただ
き、条件が悪い中での搬入・揚重に関してもクリアす
ることができました。
　本建物は研修エリアと宿泊エリアがあり、さまざま
な用途のある建物です。共用部には意匠性の高いエリ
アも多いため内装工事には苦労する点も多かったので
すが、設計担当者やお客さまと現地で打ち合わせを重
ね形にすることができました。
　住友電設様は、弊社の設備工事を施工いただいてお
り、以前より仕事上の付き合いはあったのですが、同
社の研修センターを施工させていただくことになると
は思ってもなく、担当できて非常に光栄でした。今後
の現場でご一緒させていただくことがますます楽しみ
になりました。
　本研修センターで学んだ方々が成長を遂げて、住友
電設様がますますの発展を遂げることを心よりお祈り
しております。
　大和ハウス工業株式会社

東京本店　東京工事部工事第二部　田島雄介

　本施設は、〝この場での研修を通して、技術力・創造力
をより活性化させ、社員相互のつながりを感じられる「場」
をつくること〟を設計コンセプトとしました。施設内は大
きく低層階の研修エリアと上層階の宿泊エリアの二つに分
かれています。
　大規模な集合研修に対応する１・２階の研修室エリアは
柱スパンをｍと大きくすることで無柱空間を実現すると
ともに、フレキシブルにパーテーションで可変する計画と
しました。３・４階にある宿泊エリアは回遊型プランを採
用し、外周部に宿泊室、中央部にはコミュニティ空間を設
け、自然光の入りづらい中央部には吹抜けとトップライト
を設置することで、自然光が差し込む心地よい空間で人の
つながりを感じ、コミュニケーションが偶発的に生まれる
プランとしました。
　建物では研修エリアで「Nearly ZEB」、管理者住戸で
『ZEH』を実現し、祈祷室の設置や水害対策などSDGs、B
CPにも配慮しています。ファサードの色調は住居が多い
建設地に合わせ、温かみのある暖色系を採用しています。外
部に面して大きな窓を多く設けないことで近隣へ配慮し、
大開口の部分には歴史ある住友グループの井桁をモチーフ
にしたルーバーにより、視界をコントロールしています。
また、外部からは見る角度によって井桁の模様が見え隠れ
し、建物の表情が変わるデザインとなっています。
　大和ハウス工業株式会社

東京本店　東京建築設計部　主任　武田祥佳


